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第８章 被害地震・活断層の現地調査 

 

本章では，小委員会活動期間において，委員が単独あるいは合同で実施した調査につい

て紹介する． 

 

8.1 2018 年台湾花蓮地震 

2018 年 2 月 6 日 23 時 50 分（現地時間）に発生した台湾花蓮地震（MW6.4）には，土木

学会地震工学委員会地震被害調査小委員会の派遣で，本小委員会のメンバーが現地に赴き，

被害調査，強震観測点および大きな被害が生じた地区での微動観測を実施した 1)．この地

震では，事前に断層位置が知られていた場所で地表地震断層が確認され，断層変位による

橋梁等の被害が確認されている．調査団の成果の一部を図 8.1-1, 2 に引用する．ホテルの

倒壊被害を生じた場所は旧河道にあり，１秒を超える卓越周期を有しており，これが被害

に何らかの影響を及ぼしたことが想定される． 

 

 

図 8.1-1 推定地殻変動量（左）と調査ルート（右）1) 
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図 8.1-2 倒壊したホテル跡地における微動 H/Vスペクトル 1) 

 

8.2 平成 30 年北海道胆振東部地震 

北海道胆振東部地震（MW6.6）は 2018 年 9 月 6 日 3 時 8 分に発生した，震源深さ約 37km

の逆断層型地震である．認識されていた周辺活断層とは異なる震源断層に起因し，地表地

震断層を伴わなかった．逆断層は地表方向へのディレクティビティ・パルスの放射が大き

く，一般に横ずれ断層よりも地震動が大きくなると考えられる．この地震でも広範囲に強

い揺れが観測され，火山灰地盤で地すべり等の地盤災害が多発した．  

 

 

図 8.2-1 調査地点（赤：強震観測点，青：微動探査地点）2) 
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図 8.2-2 調査地点（赤：強震観測点，青：微動探査地点）2) 

 

この地震では，小委員会のメンバーが複数のチームに所属して現地調査を実施した

2),3),4)．それらの一例を図 8.2-1, 2 に引用して示す 2)．図 8.2-2 に示した KiK-net 厚真

（IBUH03）地点では，本震時の地表/地中のスペクトル比が余震など小地震のそれらと大き

く異なり，ピークが低周波側にシフトしている．現地 PS 検層による地盤モデルでは小地震

のスペクトル比のピークを説明できているが，この S 波速度を低減させることで本震のピ

ークに近づけることができている．6.4 節で紹介した 2016 年熊本地震時の益城町と同様

に，非線形地盤応答によって建物に危険な地震動に変質したことが示唆され興味深い． 

 

8.3 平成 28 年熊本地震 

2016 年熊本地震は本小委員会設立の契機となって地震であり，既に各章でメンバーに

よる成果を紹介している．また，土木学会でとりまとめた報告書にも本小委員会メンバー

が協力をおこなっている．これ以降は，小委員会メンバーが小委員会活動として合同実施

した，主に地表地震断層に関する調査を紹介する． 

 

 

図 8.3-1  2016 年熊本地震の合同被害調査（2017.03.28-29 小委員会） 
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熊本地震に関しては，平成 29 年３月 28〜29 日に小委員会を兼ねた現地調査をおこな

い，益城町，西原村，南阿蘇村，阿蘇市において，地表地震断層出現地点における被害状

況等の把握をおこなった（図 8.3-1）． 

 

8.4 平成 23 年福島県浜通り地震 

小委員会発足前の 2011 年 4 月 11 日 17 時 16 分に発生した地震（MJ7.0）であるが，顕

著な地表地震断層が現れ，その痕跡が十分に追えることから，平成 20 年３月 27〜28 日に

小委員会を兼ねた合同現地調査を実施し，井戸沢断層，湯ノ岳断層の断層変位とそれに伴

う当時の建物被害を追跡した（図 8.4-1）．  

 

 

図 8.4-1  2011 年福島県浜通り地震の合同調査（2018.03.27-28 小委員会） 

 

 
図 8.4-2 井戸沢断層直上付近での常時微動 H/V スペクトル比 
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7 章で述べたように，地表地震断層直上で常時微動による H/V スペクトル比のピークが

不明瞭になる現象が報告されており，井戸沢断層を挟んだ区間で常時微動観測を実施した．

その結果を図 8.4-2 に示すが，確かに断層直上でピークが不明瞭になっているように思わ

れる． 

 

8.5 三浦断層帯 

平成 31 年３月 20〜21 日には，神奈川県三浦市において小委員会を兼ねた合同現地調査

を実施した．対象は三浦断層帯で，歴史地震の地表地震断層ではないものの，大規模な断

層帯を形成している断層上の微動特性を把握することを目的とした．三浦市独自の活断層

対策として断層帯部を公園として整備した場所で微動観測を実施したが（図 8.5-12），残念

ながら微動レベルが低く有効なデータを得ることができなかった．ただし，様々な観測機

器を用いたハドルテスト的な観測を行うことができ，使用機器の特性を把握できたことは

有用であった．  

 

 

図 8.5-1 三浦断層帯直上における常時微動観測 

 

8.6 その他の被害地震 

上記以外にも，本小委員会発足後に発生した以下の地震について，委員会メンバーが現

地で余震観測，微動探査などの調査をおこなっている． 

 

鳥取県中部の地震 7),8),9)，2016 年 10 月 21 日 14 時 7 分，MJ6.6 

ニュージーランド・カイコウラ地震 10)，2016 年 11 月 14 日 0 時 2 分(現地時間)，MW7.8 

島根県西部の地震 11)，2018 年 4 月 9 日 1 時 32 分，MJ6.1 
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大阪府北部の地震 3)，2018 年 6 月 18 日 7 時 58 分，MJ6.1 

インドネシア・スラウェシ島地震，2018 年 9 月 28 日 18 時 2 分(現地時間)，MW7.5 

山形県沖の地震，2019 年 6 月 18 日 22 時 22 分，MJ6.7 
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